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。
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使
用
し
て
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ま
す
。

Hirado city Public Relations
2015.8 No.119
広
報
ひ
ら
ど
　
平
成
27年

8月
号

平
戸
市
役
所
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

度
島
の
未
来
を

　　　

明
る
く
照
ら
す
た
め
に

度
島
の
集
落
支
援
員
と
し
て
奮
闘
中
！

８
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◎今月の表紙

森　健司さん　（31歳）
度島町

 もり            たけし

　　

度
島
診
療
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
併
設
さ

れ
た
「
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
度
島
」
に
事
務
局
を
も
つ

【
度
島
地
区
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
】
の
集
落
支

援
員
が
、
森
健
司
さ
ん
だ
。

　

市
内
の
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
で
11
年
間
生
活
し

た
後
、
地
元
度
島
で
集
落
支
援
員
の
募
集
を
知
り
、

度
島
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
、
申
し
込
み
ま
し

た
。

　

集
落
支
援
員
の
業
務
は
、
協
議
会
の
事
務
局
と
し

て
、
地
域
の
巡
回
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
調
査
・
把
握
、

毎
月
発
行
の
度
島
新
聞
の
取
材
・
発
行
な
ど
さ
ま
ざ

で
、
毎
日
島
内
を
駆
け
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
業
務

に
携
わ
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
「
今
ま
で
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
何
年
も
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
、
協
議

会
発
足
後
は
、
全
島
民
で
話
し
合
い
、
課
題
を
共
有

し
対
策
を
考
え
る
こ
と
で
、
解
決
に
ス
ピ
ー
ド
感
が

出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進
し
、

今
後
は
島
民
み
ん
な
が
生
き
生
き
と
楽
し
い
生
活
が

送
れ
る
よ
う
な
島
に
し
た
い
。
現
在
、
仕
事
の
傍
ら

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
平
戸
神
楽
の
習
得

に
む
け
て
奮
闘
中
で
、
一
緒
に
島
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
（
彼
女
）
も
絶
賛
募
集
中
で
す
」
と
、

爽
や
か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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①夜の外観　

②図書館の全景

③司書の末吉さん、柴山さん

④司書の福貞さん、山崎さん

⑤外観（全景）

⑥大きな木のへや

⑥⑤④

③②①ー C O L A S 平 戸 ー
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出
か
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
１

日
中
誰
か
ら
も
干
渉
さ
れ
ず
に
居

ら
れ
る
空
間
、
平
戸
市
の
オ
ア
シ

ス
的
な
存
在
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。

門
屋
さ
ん
・
・
確
か
に
こ
こ
は
時

間
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
て
、

都
会
に
は
な
い
空
間
が
あ
る
の
で

１
日
中
ボ
ー
っ
と
ゆ
っ
く
り
で
き

ま
す
ね
。
今
度
孫
が
平
戸
に
来
る

の
で
、
ま
ず
初
め
に
こ
こ
に
連
れ

て
こ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

丹
澤
さ
ん
・
・
図
書
館
は
、
私
た

ち
が
予
期
し
な
い
宝
が
埋
も
れ
て

い
る
場
所
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
足
を

運
ん
で
自
分
の
目
で
見
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。
そ
う
す
れ
ば
こ
こ

の
素
晴
ら
し
さ
が
分
か
る
と
思
い

ま
す
。
私
の
願
い
は
市
民
の
皆
さ

ん
に「
我
が
家
の
書
斎
は
平
戸
市

未
来
創
造
館
に
あ
る
」と
言
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。

門
屋
さ
ん
・
・
こ
の
海
の
見
え
る

新
し
い
施
設
を
利
用
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
公
民
館
活
動
を
し
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
新
し
い
活

動
を
通
し
て
、
今
ま
で
気
づ
か
な

か
っ
た
新
た
な
自
分
を
発
見
し
て

も
ら
え
た
ら
最
高
で
す
ね
。

で
発
信
す
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
す
れ
ば
市
外
の
人
も
訪

れ
る
は
ず
で
す
。
観
光
客
の
増
加

に
も
期
待
で
き
ま
す
ね
。

丹
澤
さ
ん
・
・
い
い
ア
イ
デ
ア
で

す
ね
。
市
外
の
人
に
も
ぜ
ひ
利
用

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
景
色
が
い
い
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、何
よ
り
近
い
場
所
に
建
っ

て
い
る
の
が
い
い
で
す
ね
。
私
は

図
書
館
建
設
委
員
で
九
州
の
先
進

地
の
図
書
館
を
い
く
つ
も
視
察
し

ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
中
心
地
や

学
校
に
近
い
図
書
館
は
他
に
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

門
屋
さ
ん
・
・
小
学
校
の
遠
足
で

弁
当
を
持
っ
て
き
て
１
日
過
ご
し

て
も
ら
う
の
も
い
い
で
す
よ
ね
。

丹
澤
さ
ん
・
・
そ
れ
と
策
定
委
員

の
み
ん
な
が
目
指
し
た
の
は
、
家

に
こ
も
っ
て
い
る
人
や
目
的
が
な

い
人
で
も
、
ふ
ら
っ
と
気
軽
に
入

れ
る
場
所
を
作
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
図
書
館
は
、
す
べ
て
の
人

が
誰
に
気
兼
ね
す
る
こ
と
な
く
自

由
に
利
用
で
き
る
唯
一
の
場
所
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
く
で
き

た
図
書
館
は
、
本
を
読
む
だ
け
で

な
く
、
目
的
が
な
く
て
も
気
軽
に

な
い
と
高
齢
者
は
非
常
に
困
り
ま

す
も
ん
ね
。
今
回
の「
平
戸
市
未

来
創
造
館
」に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

付
い
て
い
る
の
が
個
人
的
に
は
一

番
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

丹
澤
さ
ん
・
・
以
前
は
入
口
も
狭

く
暗
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
、

入
り
に
く
さ
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
公
民
館
と
図
書
館
が

別
々
に
機
能
し
て
い
た
印
象
が
あ

り
ま
し
た
ね
。
新
し
い
建
物
は
明

る
い
印
象
で
入
り
や
す
く
、
公
民

館
と
図
書
館
が
う
ま
く
リ
ン
ク
で

き
そ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

門
屋
さ
ん
・
・
こ
の
建
物
は
平
戸

瀬
戸
を
一
望
で
き
る
場
所
に
建
っ

て
い
て
、
眺
め
も
最
高
で
す
。
こ

ん
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
い
図
書

館
や
公
民
館
は
全
国
を
探
し
て
も

あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
全
国

に
誇
れ
る
施
設
が
完
成
し
た
と
自

信
を
持
っ
て
言
え
ま
す
ね
。
ぜ
ひ

友
達
に
も
紹
介
し
た
い
で
す
。
そ

れ
と
、
こ
の
施
設
の
動
画
を
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

　

計
画
時
か
ら
建
設
基
本
計
画

策
定
委
員
と
し
て「
平
戸
市
未
来

創
造
館
」の
建
設
に
尽
力
さ
れ
た

門
屋
さ
ん
、
丹
澤
さ
ん
に
話
を

伺
っ
て
き
ま
し
た
。

門
屋
さ
ん
・
・
平
戸
に
帰
郷
後
、

以
前
か
ら
要
請
が
あ
っ
て
い
た
尺

八
の
指
導
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
、
北
部
公
民
館
を
利
用
す
る

こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

前
の
公
民
館
は
、
場
所
は
良
か
っ

た
の
で
す
が
、
楽
器
を
吹
く
の
で

隣
で
会
議
な
ど
が
あ
る
時
は
気
の

毒
で
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
で
す
ね
。

丹
澤
さ
ん
・
・
私
は
、
11
年
前
に

絵
手
紙
で
北
部
公
民
館
に
場
所
を

借
り
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
ね
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
60
歳
代
〜
80
歳

代
が
中
心
な
の
で
、
階
段
を
上

が
っ
て
き
て
も
ら
う
の
が
非
常
に

申
し
訳
な
か
っ
た
で
す
。
中
に
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
会

員
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
。

門
屋
さ
ん
・
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

ＰＲＯＦＩＬＥ

昭和30年5月15日紐差町生まれ
猶興館高等学校を卒業後、立命館大学
に進学。大阪での就職を経て平戸に帰郷。
その後は実姉が経営していた英語塾を引
き継ぎ、36年間もの長きにわたって、平
戸の子どもに英語を教えている。「丹澤英
語塾」代表。　   　岩の上町在住   60歳

ＰＲＯＦＩＬＥ

昭和23年２月５日度島町生まれ
猶興館高等学校を卒業後、西彼杵の郵
便局に就職し、昭和59年に平戸に帰郷。
その後は、尺八の師範として尺八のみな
らず、伝統音楽の普及に尽力している。「日
本の伝統音楽を守る会」、「新都山流竹友
会」代表。　　　   大久保町在住   67歳

「「「「「海海海海海海のののののののの見見見見見見見見見見ええええええええええええええるるるるるるるるる新新新新新新新新新しししししししししいいいいいいいいいいい建建建建建物物物物物物物

ででででででででで、、、、、いいいいいいいいいいろろろろろろろろろいいいいいいいいいいいいいいろろろろろろろろろろろなななななななななななな公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民館館館館館活活活活活活活活活
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丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹澤澤澤　明明ささんん門門門門門門門門屋屋屋屋屋屋屋屋屋多多多多多多多多多多多多多多佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄さささささささささささんんんんんんんんん

「海の見える新しい建物

で、いろいろな公民館活

動をしませんか」

「まずは一度足を運ん

で、自分の目で見て、こ

の施設の素晴らしさを実

感してほしいですね」

丹澤　明さん門屋多佐雄さん
（建設基本計画策定委員 副委員長）（建設基本計画策定委員）



（
海
側
）

　　「市民がほっとできる居場所でありたい」、「子どもの健全な成長を見守りたい」、「学

びと学ぶ空間を提供したい」、「課題を発見し、解決に向けてつながりを作る支援を

したい」、そんな４つの願いをこめて建設された「平戸市未来創造館」。

　　愛称の「COLAS」のように気軽に足を運び、市民の皆さんに親しみを持って利用さ

れるような場所を目指していきます！

わ
せ
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

の
常
備
や
、
壁
面
に
大
き
な
鏡
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
理
室
や
和
室
、
会

議
室
が
あ
り
、
い
ろ
ん
な
用
途
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

館
内
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
多
目
的
ト

イ
レ
、
授
乳
室
、
録
音
室
な
ど
、
誰
で
も

使
い
や
す
い
よ
う
に
設
備
し
た
ほ
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
全
館
に   

　
　
　

環
境
を
整
え
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
活
躍
し
、

未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
、
そ
う
い
う
場

所
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。「
平
戸
市
未
来

創
造
館
」に
皆
さ
ん
気
軽
に「
こ
ら
っ
さ
ん
」

ね
！　

　　「
平
戸
市
未
来
創
造
館
」は
図
書
館
と
公
民

館
が
一
緒
に
な
っ
た「
つ
ど
う
」、「
ま
な
ぶ
」、

「
つ
な
ぐ
」そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

が
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
、
そ
う
い
う

意
味
を
こ
め
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
現
在
、
平
戸
に
住
み
た
い
、
平
戸
に
住

ん
で
良
か
っ
た
、
そ
う
い
う
町
を
創
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
内
面
の
充
実
、
活
動
の

活
性
化
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
に
行
っ
て
本
を
読
む
、
ま
た
、
何

も
し
な
い
で
ボ
ー
っ
と
物
思
い
に
ふ
け
る
時

間
を
作
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
心
に
ゆ
と

り
を
も
つ
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
す
。
ま
た
、

公
民
館
活
動
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
、
こ
れ
も
大

切
な
こ
と
で
す
。「
平
戸
市
未
来
創
造
館
」

は
地
方
創
生
の
原
点
と
な
り
う
る
人
づ
く

り
を
手
助
け
す
る
場
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

図
書
館
は
、
平
戸
瀬
戸
を
望
む
絶
景
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
、
約
10
万
点
の
図
書
、

新
聞
、雑
誌
、視
聴
覚
資
料
が
そ
ろ
い
、ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
自
動
貸
出
機
の
利
用
に
よ
り
、

夜
８
時
ま
で
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
、
ホ
ー
ル
を
使
用
実
態
に
合

１

２

３

４

①エントランスホール

各種パンフレットを置き、自販機のそ
ばに飲食コーナーを設けました。壁面
を利用して作品展示も可能です。

④新聞・雑誌コーナー

新聞や雑誌を読みながら、変わりゆく
平戸瀬戸の景色をゆっくりとお楽しみく
ださい。

③おはなしのへや（児童書コーナー）

絵本の読み聞かせなど、定期的に「お
はなし会」をします。空いてる時間は自
由にお使いください。

②ホール

プロジェクターを標準装備。フローリン
グの床と壁面の大きな鏡でダンスレッ
スンもばっちりです。

⑦会議室

カーペット床。ＡとＢは区切っても、大
きくひとつにも使えます。Ｃは音漏れし
にくい構造です。

⑥和室

襖で仕切られた2部屋で、Ａは調理室と
行き来でき、Ｂにはお茶席用の炉があ
ります。

⑤調理室

子どもにも使いやすい高さの変わる調
理台です。普段は机に変身して会議室
として利用します。

５

６ ７
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※COLAS・・・Citizens ’Oasis with the Lively , Affectionate Spaceの略
　　　　　　　　　　　　　「活気に満ちた愛情ある空間を持つ市民のオアシス」という意味がある。

玄関
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《大島地区》

　度島地区では、「島内に公共交通機関が無い」という地域の課題を解決す
るために平成27年１月７日からコミュニティバスを運行しています。
　このバスを運行するにあたっては、全住民を対象に意見交換会を開催し、
バスの運行、料金、バス停の場所などの意見を聞いて決定しました。現在、
１日に４便運行で、平均約10人が乗車しており、ふれ愛センターで行われ
ているミニ・デイサービス事業における利用者への送迎も行っています。

広報ひらど 平成27年８月号 8Hirado City Public Relations,2015.89

始まっています！みんなで進めるまちづくり
　本市では、少子高齢化や住民ニーズの多様化などが進み、地域課題を行政施策だけで改善することは難
しい状況です。このような中、これからのまちづくりには、住民が中心となって、地域独自の個性や特色を生
かす提案が行われ、行政はその提案を支援する取り組みが必要不可欠です。
　ここでは、住民が主体となって「持続可能なまちづくり」に向けた取り組みの一例をご紹介します。

■個々の思い、考えを地域の合意へ
　住民主体のまちづくりを実現するには、住民一人一人の思いが地域全体の思いとなり、さらに地域全体の合意が必
要となります。そのため市では、各地域でのまちづくり計画の策定を推進しています。

　市では、小学校単位でまちづくり計画の策定に取り組む住民組織に対し
て、人的・財政的支援を行います。詳しくは、今後地域で行われる説明会にご
参加ください。

■地域ぐるみの住民パワーでまちづくりを実践（持続可能なまちづくりへの挑戦）
【度島地区の取組み事例】

　昨年まで市主催の「いきいき脳の健康教室」として開催していた事業を、
今年度から度島地区まちづくり運営協議会が引継ぎ、高齢者の生きがいづ
くり、健康増進を目的として、「たくしま大楽」として開催しています。
　平成27年１月19日から開始し、参加者20人程度、サポーター９人が
登録され、毎週月曜日に開催しています。「脳トレ」に加え、新たに体操な
どを行っており、心身の健康維持にもつながっています。

　度島地区全住民の健康づくりを目的として、グラウンドゴルフ大会を開
催しています。
　１年間に２回開催し、子どもから高齢者までが一堂に会して約100人
の住民が参加し、グラウンドゴルフに没頭するばかりではなく、楽しくコミ
ュニケーションが取れて住民の団結と世代間交流、健康維持に貢献して
います。

１．行政に頼らないきめ細やかな市民活動団体が増加。
　⇒①おたからちゃん（延長保育）②つぼみっこクラブ（女性の交流）③こいこいクラブ（舞踊）④島のアトリエ（お土産開発）
        ⑤コットンクラブ（手芸）⑥ムービークラブ（映画鑑賞）⑦さつき（健康体操）⑧歌おう会（カラオケ）⑨マルジー会（健康体操）
２．住民に身近で役立つ事業が少しずつ具現化されている。
　⇒コミュニティバスの運行、高齢者対策など
３．地域課題への素早い心のこもった対応ができるようになった。
　⇒集落支援員の配置（地域の巡回、目安箱の設置、住民ニーズの把握、度島新聞の発行など）

■運営協議会の役割

　平成25年度に「度島地区まちづくり運営協議会」が地域住民の皆さんの賛同
を得て設立され、試行錯誤しながら２年が経過しました。思い起こせば、平成
25年度当初は、度島の将来像などを議論しながら「度島地区まちづくり計画」の
策定を行い、平成26年度は、特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）の法人格を取
得し、「コミュニティバス」を運行しました。運行に至るまでは、住民へ意見交換
会を行い、住民で「運賃」「運行ダイヤ」「運転手の雇用体系」について話し合い、
住民が経営するという意識を高めてもらい「乗り支え」をお願いしました。
　今年度からは、度島中学校の１、２年生を対象に、「度島まちづくり塾」を開
催しています。これは、中学生の時に、自分が生まれ育った度島の良い所や地
域課題を再認識し、まちづくりに参加しながら、地元への愛着を深め、将来、
度島に住んでもらうことで人口減少の緩和に寄与してもらおうと計画しました。
　これからは、地域をあげて楽しみながらまちづくりに取り組み、住んで良かっ
たと思う度島地区をつくり上げていきたいと考えています。

《生月地区》 《山田地区》

特定非営利活動法人　
度島地区まちづくり運営協議会                      
理事長   石田 達美 さん

★『笑顔と安らぎ』が増え『住民相互の絆の強化』につながっている！★

⬇その結果

度島地区：平成25年度策定
大島地区・生月地区・山田地区：策定中

【現在の進捗状況】

【コミュニティバス運営事業】

《度島地区におけるまちづくりの成果》

【たくしま大楽開催事業】

【グラウンドゴルフ開催事業】

だいがく

◎お問い合わせ・地域協働課協働交通政策班☎内線2308

平戸市からのお知らせ

だい がく
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　7月3日～ 5日にかけて平戸文化センターで、
2016年に開催されるリオデジャネイロパラリン
ピックに向けた障がい者卓球日本代表の強化合宿
が行われました。
　まず選手団は、市役所で市長に表敬訪問をし、
その後2日間にわたりハードな練習を行いました。
練習には長崎国際大学の学生ボランティアの皆さ
んや、平戸・野子両中学校の卓球部の生徒も補助
員として参加し、球拾いなどで選手の皆さんをサ
ポートしました。選手の皆さんは今後も平戸で定
期的に合宿を行う予定です。

新たな定住者は「歯医者さん」

　市役所で、「移住定住環境整備事業補助金」の贈
呈式がありました。この制度は、平成27年４月
１日に制定された補助金で、この日は新規転入者
の住宅取得としては第１号となる山﨑景右さん・
美沙子さんご夫妻が市役所を訪れ、目録が贈呈さ
れました。
　山﨑さんは、紐差町出身で、祖父や父も市内で
歯医者を開業していたことから、自分もいつかそ
の跡を継いで、地元で歯医者をしたいという思い
があり、今回定住をしようと決断し、家族５人で
移住し住宅を建てたそうです。

パラ卓球日本代表ようこそ！
７
８

７
４

　舘浦宮の下広場・港内一円で「舘浦競漕船大会
2015」が 24 チームの参加のもと盛大に開催され
ました。開会式の入場行進では、山田小学校の鼓笛
隊が先導し、大会に花を添えました。
　レースでは、練習どおりに好タイムを出すチー
ムもあれば、真っすぐ進まずコースから離れてい
くチームなど練習どおりにいかないチームもあり
ました。また、今回は「海の上のターザン」はあいに
く中止になりましたが、恒例の「魚のつかみ取り」
は行われ、小さなお子さんたちは必死になって魚
を追い回していました。

　田平地区で毎年恒例の行事「がわっぱ祭り」が
行われました。平戸口桟橋から平川橋まで、カッ
パの格好をした地元の人たちと子どもたちでパ
レードを行い、がわっぱ供養塔で水難事故防止
を祈願しました。
　その後、田平町民センターに移動し、田平町
内の小学生が書いたカッパの絵やポスターの表
彰式が行われた後、長さ約30ｍの「大かっぱ巻
きづくり」や、頭にかっぱの皿を乗せて片足立ち
で紐を引き合う「がわっぱ相撲」などを楽しんで
いました。

鄭成功の子孫も大結集

　７月13日、14日に川内町で「鄭成功まつり」が
開催され、13日は、鄭成功記念館周辺で「前夜祭」
と「川内かまぼこフェスタ」が、盛大に行われま
した。
　14日は、丸山公園の鄭成功廟で、「鄭成功生誕
祭」が行われ、式典の中で中国駐長崎総領事館の
鄧偉総領事は、「鄭成功を介した中国と平戸の交
流が盛んになり、今後平戸への観光客が増えてほ
しい」とあいさつ。その後、中野愛児園の園児ら
による和太鼓演奏、「中野自安和楽」保存会によ
るジャンガラも奉納されました。

カッパに水難事故防止を祈願

生月伝統の和船競争

７ ６
21 ふるさと長崎の民謡を全国へ　

　平戸文化センターで、ＮＨＫ「民謡魂ふるさと
の唄」の公開収録が行われました（７月11日放
送）。
　当日は、地元の人たちなど約800人が来場し、
長崎の民謡など併せて９曲が披露されました。
　平戸からは、田助地区に昔から伝わる民謡「田
助ハイヤ節」が披露され、地元の田助ハイヤ節保
存会のメンバーと田助小学校の児童併せて30人
が、２つの小皿や鳴竹を打ち合わせてリズムを取
りながら力強い歌と踊りを披露し、会場からは大
きな拍手が送られていました。

13
14 世界初！昆虫目線の３Ｄムービー

　平戸文化センターで、７月11日から全国公開
された映画「アリのままでいたい」の完成披露試
写会が行われました。
   当日は、地元の小中学生など約500人が観覧し、
昆虫の目から見た世界のカブトムシやクワガタの
対決シーンやカマキリの生態など大迫力の３Ｄ映
画に、見入っていました。
　上映後、平戸市名誉市民でもある栗林慧撮影総
監督の舞台あいさつが行われ、栗林さんの母校の
田平南小学校の児童から全校生徒で制作した寄せ
書きがサプライズプレゼントされました。

６７
11

19
７

29●

とう　　い

さとし

けいすけ
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健康・福祉いきいき通信 健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信
早期発見・早期治療のため
「がん検診」を受診しましょう！

　　「自覚症状がないから大丈夫」という思い込み、「がんと告知されるのが怖い」

という恐怖感など、さまざまな理由でがん検診を受けていない人も多いのでは

ないでしょうか。

　　昭和56年以降、日本人の死亡原因の第１位はがんであり、平成25年には全

国で約36万人が亡くなっています。また、一生のうちに２人に１人がかかる、ま

さに国民病です。がんについて考え、早いうちから予防に努めることが大切です。

　　平戸市では、職場検診や人間ドックなどで受診機会がない人を対象に、毎年、

がん検診を実施しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　■お問い合わせ　保健センター健康づくり推進班　☎57－0977

「がん」を防ぐために　

～生活習慣の改善（１次予防）・検診の受診（２次予防）～

　　がんを予防するために、まず食生活や運動など生活習慣の改善が大切です。

これを１次予防と言います。特に喫煙は肺がんをはじめ、さまざまながんの原因

であることが科学的に示されています。

　　この１次予防により、がんのリスクは軽減できますが、すべてを防げるわけでは

ありません。そこで、検診の受診が２次予防として位置づけられています。がん

は自覚症状なく進行します。健康に自信があり検診を受ける必要がないと感じ

ている人も多いようですが、むしろ検診は自覚症状がない段階で受けることが

大変重要です。検診の目的は、がんの疑いがある人を早期に発見し、医療機関

での早期治療につなげることにあります。

なぜ「がん」は発症するのか？

　　私達の体は約60兆個の細胞から構成されています。この膨大な数の細胞は、

日々、新陳代謝を繰り返し、新しい細胞と古い細胞が入れ替わることで一定に

保たれています。

　　この過程において、さまざまな要因が基で、いわば細胞のミスコピーが起きる

ことがあります。これががん細胞です。そのほとんどは免疫反応で死滅しますが、

生き残ったがん細胞が増え続けると、やがて塊としての「がん」になります。

早めの検診で「がん」は治せる！

　　がん検診は、加入している医療保険に関係なく、市内に住民票を有し、規定

の年齢に該当すれば受けることができます。受診対象となる人には、毎年５月

上旬に「がん検診通知書」を送付しています。

　　また、平戸市では総合健（検）診として、国民健康保険に加入している人を対

象に特定健康診査も実施しており、がん検診と一緒に受診できます。

40歳以上の人

40歳以上の人

40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳・75歳の人

肺がん検診：40歳以上の人

喀痰検査：40歳以上であり、喫煙歴など一定の条件に該当する人

40歳以上の男性

20歳以上であり、かつ偶数年齢に到達する女性

40歳以上であり、かつ偶数年齢に到達する女性

40歳から70歳までの人　※ただし、過去に肝炎ウイルス検診を受診していないこと

大腸がん検診

胃がん検診

胃がんリスク検診

前立腺がん検診

子宮頸がん検診

乳がん検診

肝炎ウイルス検診

検診種別
※平戸市内に住民票を有し、平成27年度内に下記の年齢に到達する人

対象者 備　考

肺がん検診

個別検診集団検診

500円

1,000円

1,500円

200円

500円

1,500円

700円

1,000円

200円

500円

900円

実施なし

100円

500円

1,500円

600円

500円

200円

平成27年度平戸市がん検診料金表

集団検診：５月～８月　　地区の集会所などを会場に実施する（予約の必要はありません）

個別検診：９月～１１月　　医療機関で個別に受診する（医療機関によっては予約が必要となります）

平戸市がん検診通知書

　　二種混合とはジフテリアと破傷風の２つの病気を予防するワクチンです。対象のお子さんは、夏休み期間に

接種することをおすすめします。

ジフテリア・・・ジフテリア菌の感染によって鼻や喉が侵され、犬がほえるような咳をしたり、呼吸困難などの

症状が出ることがあります。菌が出す毒素によって、心筋障害や神経麻痺などを起こすこともあります。

破傷風・・・破傷風菌は土の中に潜んでいて傷口から感染します。菌が出す毒素のために口が開かなくなったり、

けいれんを起こしたり、死亡することもあります。自然に免疫ができることはないので予防接種が重要です。

二種混合（ジフテリア・破傷風）の予防接種

【対  象  者】　小学校６年生
【接種費用】　無料（母子健康手帳を持参してください）
【医療機関】　市内医療機関（3日前までに予約が必要です）



■おはなし会／毎週日曜日　午前11時～
　　　　　　　平戸図書館おはなしのへや
■ライブラリーコンサート／ 29日　 午後７時～　平戸図書館
　　記念すべき第１回目は、アンサンブル・パレストリーナ
　のみなさんです。
■赤ちゃんおはなし会／ 12日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　平戸図書館おはなしのへや
■みんなdeシネマキッズバージョン～平和を考えよう！～
　19日　　午後１時　未来創造館ホール
　終戦70年の節目に上映会を開催します。
■夏休み子ども企画！「こわ～いおはなし会」／
　21日　　午後７時～　平戸図書館おはなしのへや
■上映会「みんなdeシネマ」／ 29日　  午後１時～
　　　　　　　　　　　　　未来創造館ホール
　　９月以降は、毎月第４木曜日に開催します。どうぞお
　楽しみに！
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～図書館からのお知らせ～

★７月31日まで
　月～木、土日 …… 午前10時～午後６時
　金 ………………… 午前10時～午後７時
★８月１日から
　（永田）月～日 …………… 午前10時～午後６時
　（平戸）月～日 …………… 午前10時～午後８時
　※ただし、カウンターは午後６時まで。午後６時から
　　 午後８時までは自動貸出機による貸出のみ（平戸）

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

■おはなし会／毎週土曜日　午後2時～
　　　　　　　市ふれあいセンター児童室

平戸図書館 ☎22‐4017

●８月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

◎休館日／４日　、11日　、18日　、25日　、30日火

水

水

金

土

土

火 火 日火

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室　　：大島村公民館図書室　平 永 南 生 田 大

生

　戦時下の食糧難の中、小さなゆみ
子が最初に覚えた言葉は「ひとつだ
けちょうだい」。教科書にも掲載され
ている「一つの花」「ヒロシマの歌」な
ど、収録された９つの物語は、決し
て忘れてはならない戦争の記憶。戦
後70年、思いを新たにする夏です。

　東日本大震災後の夏、がれきの中
で大きな花を咲かせた一本のひまわ
り。その種をもらったかなえちゃん
は「き～ぼうちゃん」と名前をつけて
育て始めます。人々に勇気と希望を
与えた「ど根性ひまわり」の実話をも
とにした感動の物語です。

　夏休みの宿題ははかどっています
か？家にある材料ですぐに始められ
る実験が満載のこの本で、楽しい自
由研究はいかが？実験のていねいな
手順やくわしい説明、まとめ方の実
例など盛りだくさんの内容で、夏の
子どもたちを応援します。

『一つの花 ヒロシマの歌』
作／今西　祐行
本文イラスト／森川　泉
出版社／集英社、出版年／２０１５.７月

『ど根性ひまわりの
　　　き～ぼうちゃん』

編／学研教育出版、出版社／学研教育出版
出版年／２０１５.７月

作／漆原　智良、絵／さくらせかい
出版社／第三文明社
出版年／２０１５.７月

永

南

『自由研究小学生』

　今年、戦後70年目を迎えます。日
本は戦争にどう向き合うのか？国家
としての日本のあり方・行末・自衛
隊・核兵器・安全保障など、20代の
著者２人が問答形式で「戦争論」を展
開します。

著／杉井　敦、星野　了俊
出版社／こう書房
出版年／２０１５.７月

　数々のスクープをものにし『影の
GM』と噂されるほどの優秀な記者鳥
飼。その個性は強烈で社内外でも敵
が多い。そんな鳥飼とは一体何者な
のか。臨場感あふれるスポーツ新聞
の現場を描いた小説です。

著／本城　雅人
出版社／文藝春秋
出版年／２０１５.７月

大

平

『ゆとり世代の若者たちがいま
 戦争について考えていること』

『トリダシ』

　「もうすぐ私はすべてを忘れる。け
れども愛した日々は、消えはしない。」
若年性アルツハイマー病と宣告され
たアリスが自分のままでいられる最
後の夏、家族との絆を描く感動の物
語です。2015年6月公開映画の原作。

著／リサ・ジェノヴァ
訳／古屋 美登里
出版社／キノブックス
出版年／２０１５.５月

田

『アリスのままで』

　　図書館の開館時間が８月から変更になります

平戸市未来創造館オープン！平戸市未来創造館オープン！

こ
ち
ら
は「
市
民
総
合
相
談
室
」

▼消費生活相談・市民相談・行政相談についてのお問い合わせ　市民課市民総合相談室（☎内線2530）

市
民
総
合
相
談
室
の
コ
ラ
ム
を
お
届
け
し
ま
す

最初で最後の平戸の夏
　いよいよ 8 月になった。今年の夏は例年になく暑くない

と言われるのに、毎年のとおりじめじめしている。平戸に

やってきてからもう１年が経った。そして、１年契約だか

らもう平戸から離れる時期となってしまった。平戸市民に

たくさん出会い、おいしい地産物を食べたり、楽しいこと

がいっぱいあり、それが本当にうれしい。大切な１年を過

ごしてきた。その中でも最も印象に残っているのは、やは

りオランダのノールトワイケルハウト姉妹都市にある高校との短期留学のことだ。オランダから元気な

高校生１２人が平戸を訪問し、平戸市内の高校生１２人が受け入れをした。生徒だけじゃなくて、そのホー

ムステイさせた家族も周りの親戚も一般市民もいっぱいオランダの子どもたちと接し、交流は幅広くで

きてよかった。その後は平戸市の生徒もオランダを訪問した。日本の子どもたちがそれぞれ１人でオラ

ンダの家にホームステイし、朝から晩まで異文化に囲まれて生活し、大きく成長したと思う。私自身も

１年を通じて多くの事を学び、成長することができた。平戸市の皆さん、１年という短い期間でしたが、

本当にありがとうございました。

国際交流員

バウデワイン・
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・

最終回
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つ
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今
、
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○
○
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自
宅
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職
場
に
次
の
よ
う
な
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か
っ
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ご投稿ありがとうございました。
皆さんの「夏を感じること」をご紹介します。

例

ふるさと納税を通した地域活性化
　７月３日・４日の両日、平戸文化センターで「ふるさと納税九

州サミットin平戸市」が開催され、ふるさと納税の自治体関係者

や生産者など約300人が参加しました。同サミットでは、ポータ

ルサイト「ふるさとチョイス」を運営する株式会社トラストバン

ク代表取締役の須永珠代さんによる基調講演のほか、先進自治体

によるパネルディスカッションなどが行われ、ふるさと納税を通

した地域活性化策について活発に意見交換が行われました。

海に泳ぎに行って
友達と遊びました。

やっぱり
平戸の海は最高！

　市民の皆さんからの「子育て」に関する情報を紹介しま
す。「親子で楽しめるイベント」や「講座の案内」などを、

広報ひらど編集室までお寄せください。

※掲載できる枠に限りがあります。お寄せいただいた情報

　は必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。

【あて先】　〒859-5192　広報ひらど「おひさま」コーナー
Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp　FAX　22-5178

子育て情報をお寄せください
■Ｅメールで投稿
　kouhou@city.hirado.lg.jp
　宛にメールを送信

■郵便で投稿
　〒859-5192（住所不要）
　平戸市役所  広報ひらど
　「写メってみんね。」係
　※プリント写真は「Ｌサ

　　イズ」または「はがきサ

　　イズ」でお送りくださ

　　い。

☆まちの話題！Photoコーナー

　    　 ７月８日に交通安全車両パレード
を開催しました。　今回は初めて田平

南小学校で出発式を行いました。平戸

地区交通安全協会田平支部では年４回

の交通安全運動期間に車両パレードを

行っています。　

　 ７月６日からピープルトゥピープ

ル学生大使でアメリカの高校生 14 人

が平戸を訪問しました。滞在中は、平

戸の歴史体感ウォーク、幼稚園訪問や

ホームステイなどを通して、平戸市民

と交流し平戸を楽しみました。

▼ ▼

今年も学生大使が平戸に 交通ルールを守って！

皆さんからの情報皆さんからの情報を
お待ちしています！お待ちしています！
皆さんからの情報を
お待ちしています！

このコーナーは、広報ひらどの読者の皆さん
とつくるページです。「写メってみんね。」の
投稿写真は、こちらで紹介します。
広報ひらどへの感想や、身近な出来事などの
声もお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民のひろば
Ci t i z e n ’ｓ　P l a z a
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　あなたが撮った写真を広報紙に。

　読者の皆さんが撮った写真を紹介するコーナー「写

メってみんね。 」では、毎回テーマを決めて、それに

まつわる写真を投稿していただきます。投稿は簡単。

カメラや携帯電話、スマートフォンで撮影した写真を、

広報ひらど編集室に送るだけ。メールや郵便でお気軽

にお送りください。投稿をお待ちしています。

　「おひさま」は、平戸で子育てするパパやママを

応援するコーナーです。このコーナーでは、育児に

役立つ情報を提供します。また、親子で遊べる場所

や、親子で参加できる講座など、市民の皆さんから

お寄せいただいた情報もお知らせします。

　産休・育休中に利用する人が多く、家庭ではでき

ない季節の行事などの活動に、親も子も楽しんで参加

しています。

○と　き　月２回水曜　9：30 ～ 11：00

○ところ　若葉保育園（田平町下寺免634-8）

○対　象　０カ月～就学前の児童

○内　容　親子遊び、子育て情

　　　　   報の提供　他

○利用料　無料

○お問い合わせ　

　若葉保育園　

　TEL５７－３０２８

投稿する写真を忘れずに添付して、

○投稿者の氏名（ふりがな）年齢・性別

○投稿者の住所

○ペンネーム

○写真のタイトル

○写真の説明（40文字程度）

を記入して、Eメールか郵便でお送りください

写メってみんね。
子育て応援コーナー
おひさま

▼

投稿締切は

８月19日
水

今月のお題

「夏のできごと」
　夏休みに入り本格的な夏がやってきました。旅行に行く

人、お盆で帰郷する人、旅先や日頃の生活で起きたできご

とをお待ちしています。

　７月13日、鄭成功記念館前川内町浦旧通り一帯で、「川内かまぼこフェス

タ」が開催されました。会場は地元のかまぼこ店などの露店が並び、また、

ステージイベントなどで夜遅くまでにぎわっていました。

さくらんぼひろば

ふるさと納税を通した地域活性化

ＰＮ  くーちゃん
タイトル  ゆっとりゆったり
　法善寺の蓮。今年も美しく、心和み
ます。もうすぐ梅雨明け・・・

写メってみんね。
     ７月のお題は
          「夏を感じること」でした

女子団体組手の部　優勝
　　　　生月中学校（３連覇）
（左から小宮愛華さん、瀬﨑凜さん、吉浦紀花さん）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3人とも生月中学校3年

男子個人組手の部　優勝

　　　　久富　暉竜　さん　（生月中学校3年）

第19回長崎県中学生空手道選手権大会

※4人は、８月21日（金）～23日（日）に香川県で開催される
　「第23回全国中学生空手道選手権大会」に出場します。

き　　　  りゅう



▲こちらのＱＲコードからも投稿できます。

投稿締切は
８月15日

９月
生まれ
募集中

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

募集しています

vol.39

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

パパとママへ。
早めに出してね♪

８月生まれの皆さんお誕生日おめでとうございます。にっこり笑顔の花がたくさん咲きました！　編集室より

【ヨガ教室】

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？

Happy Birthday
発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３ 人まで。発行月前の15日までにお送りください。

投稿方法　写真、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、住所、
　　　　　電話番号、メッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

※メール送信の際は、件名に必ず「９月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。
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　平成 27 年３月に総合型地域スポーツクラブ「総合型

クラブたびスポ」を設立し、「スポーツで人もまちも元

気に」「スポーツで笑顔溢れるまちづくり」をクラブの

理念として掲げ、今後、スポーツを通した田平地区の活

性化とコミュニティづくりに取り組んでいきます。具

体的な目標として、①子どもたちの健全な育成と個性

を伸ばすスポーツ活動の支援②スポーツを通じた交流

の促進の場を提供③スポーツ活動の基盤（活動拠点）の

確保④総合型地域スポーツクラブの組織体制の強化と

人材育成をしています。今後、定期的な活動を通して、

大人から子どもまで気軽にスポーツができる環境整備

に努めていきたいと思っています。

■■ＴＥＡＭ ＤＡＴＡ■■

活動場所／田平町

対 象 者／子どもから大人まで

代　　表／口石　源太郎

連 絡 先／ 050-3703-5776

事 務 局／田平町里免９３番地１　

　　　　　田平町体育館内

「総合型クラブ　たびスポ」

「誰でも」「気軽に」「楽しく」活動ができる 【ジュニアスポーツ塾プラスワン】

３歳 ３歳１歳
　 ひらまつ    さ　ら     

平松 咲愛ちゃん   　　西 悠真くん
田平町 野子町野子町

   西 杏理ちゃん 
 にし   あんり　　にし    はるま

３歳３歳  　平尾 美優ちゃん
戸石川町木ヶ津町
見井田  樹くん 
み  い   だ　  いつきひら  お     み　ゆ

3歳のお誕生日おめでとう♡これか

らも咲愛の笑顔でみんなを元気にし

てね♡♡

          　from    走さん   由佳さん

お誕生日おめでとう♪悠真の笑顔

に癒され、毎日の成長にびっくり

してます(*^^*)元気に育ってね。

　　　from    利貴さん   麻衣さん

お誕生日おめでとう♪いつも元気

で家を明るくしてくれてありがと

う(*^^*)姉弟仲良く元気に育ってね。

　　   from    利貴さん   麻衣さん母父母父母父

※活動日や活動内容については、
ホームページ　http://www.tabispo.com/
をご参照ください。
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Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

募集しています

vol.39

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

パパとママへ。
早めに出してね♪

８月生まれの皆さんお誕生日おめでとうございます。にっこり笑顔の花がたくさん咲きました！　編集室より

【ヨガ教室】

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？

Happy Birthday
発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３ 人まで。発行月前の15日までにお送りください。

投稿方法　写真、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、住所、
　　　　　電話番号、メッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

※メール送信の際は、件名に必ず「９月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。
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　平成 27 年３月に総合型地域スポーツクラブ「総合型

クラブたびスポ」を設立し、「スポーツで人もまちも元

気に」「スポーツで笑顔溢れるまちづくり」をクラブの

理念として掲げ、今後、スポーツを通した田平地区の活

性化とコミュニティづくりに取り組んでいきます。具

体的な目標として、①子どもたちの健全な育成と個性

を伸ばすスポーツ活動の支援②スポーツを通じた交流

の促進の場を提供③スポーツ活動の基盤（活動拠点）の

確保④総合型地域スポーツクラブの組織体制の強化と

人材育成をしています。今後、定期的な活動を通して、

大人から子どもまで気軽にスポーツができる環境整備

に努めていきたいと思っています。

■■ＴＥＡＭ ＤＡＴＡ■■

活動場所／田平町

対 象 者／子どもから大人まで

代　　表／口石　源太郎

連 絡 先／ 050-3703-5776

事 務 局／田平町里免９３番地１　

　　　　　田平町体育館内

「総合型クラブ　たびスポ」

「誰でも」「気軽に」「楽しく」活動ができる 【ジュニアスポーツ塾プラスワン】

３歳 ３歳１歳
　 ひらまつ    さ　ら     

平松 咲愛ちゃん   　　西 悠真くん
田平町 野子町野子町

   西 杏理ちゃん 
 にし   あんり　　にし    はるま

３歳３歳  　平尾 美優ちゃん
戸石川町木ヶ津町
見井田  樹くん 
み  い   だ　  いつきひら  お     み　ゆ

3歳のお誕生日おめでとう♡これか

らも咲愛の笑顔でみんなを元気にし

てね♡♡

          　from    走さん   由佳さん

お誕生日おめでとう♪悠真の笑顔

に癒され、毎日の成長にびっくり

してます(*^^*)元気に育ってね。

　　　from    利貴さん   麻衣さん

お誕生日おめでとう♪いつも元気

で家を明るくしてくれてありがと

う(*^^*)姉弟仲良く元気に育ってね。

　　   from    利貴さん   麻衣さん母父母父母父

※活動日や活動内容については、
ホームページ　http://www.tabispo.com/
をご参照ください。



平戸市からのお知らせ

人

防災情報防災情報防災情報
どなた

でも
簡単に

できます♪

と   き

ところ

と   き

ところ

と   き

ところ

と   き

ところ

と   き

ところ

と   き

ところ

人

人

人

人

人

人

- 公民館連携・市民無料講座 - 

～命を守り、暮らしを豊かに～

【行程】博多港  9：00発⇒平戸港10：20着
　　　平戸港17：00発⇒博多港18：20着

　７月２日、離島開発総合センターで、平成27年度「第57回水

道週間」平戸市水道事業作品表彰式が行われました。市内小中学

校の児童・生徒を対象に、「水道に関するもの」「水道の役割や大

切さをアピールするもの」などについて、作文、標語、図画・ポ

スター、習字の４部門で募集し、審査の結果42作品が入賞しま

した。今回入賞された作品は、日本水道協会などが実施する「第

57回水道週間」協賛全国懸賞募集の応募作品として出品されます。

水道の大切さを考えよう

57-0207

22-2418

53-0541

55-2511

28-0044

27-0047

生月町中央公民館（教委生月分室）

大島村離島開発総合センター（教委大島分室）

多目的研修センター（南部公民館）

平戸市未来創造館（北部公民館）

田平町民センター（教委田平分室）

ふれあいセンター（中部公民館）
9/15（火）　16：00～17：30

9/15（火）　10：30～12：00

9/14（月）　15：30～17：00

8/23（日）　16：00～17：30

8/23（日）　13：00～14：30

8/23（日）　10：00～11：30

タブレットを使った
インターネット入門講座

平戸市職員の採用試験を実施します

① 昭和61年４月２日以降に生まれた人
② 学校教育法（昭和22年法律第26号）の規定による大学を卒業した人、または平成
28年３月までに卒業見込みの人

若干名一般行政事務行　政

① 昭和61年４月２日以降に生まれた人
② 学校教育法（昭和22年法律第26号）の規定による大学において専門課程を卒業し
た人、または平成28年３月までに卒業見込みの人

①昭和50年４月２日以降に生まれた人
②保健師助産師看護師法（昭和23年法律第203号）の規定による看護師の免許を有
する人、または平成27年度実施の国家試験で免許取得見込みの人

○一次試験　　９月20日（日）　
○試験会場　　長崎県立大学 佐世保校（佐世保市川下町123）
○受付締切日　８月20日（木）※郵送の場合、当日消印有効
○申込用紙請求方法および申込方法
　・申込用紙は、総務課人事班、平戸市民病院、生月病院、大島診療所、各支所地域振興課および各出張所で
　　交付します。 申込用紙を郵便請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込用紙請求」と朱書きし、120
　　円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角型２号／ 33cm×24cm）を必ず同封してください。
　・申込用紙に必要事項を記入し、総務課人事班へ提出のうえ、受験票を受け取ってください。申込用紙を郵
　　送される場合は、封書（簡易書留扱い）にしてください。なお、郵便はがき欄に宛先を明記し、52円切手
　　を必ず貼ってください。
■お申し込み・お問い合わせ
　〒859-5192  平戸市岩の上町1508番地3  総務課人事班（☎内線2317）

【試験職種・採用予定数・受験資格など】

【試験日時、会場・申込方法】

これからの平戸を担っていくのは、 今これを見ているあなたです！！
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採用予定数試験区分 試験職種 職 務 内 容 受 験 資 格 基 準 （全てを満たすこと）

大学卒業
程　　度

資格免許職
（短大卒業程度）

若干名
専門技術の業
務

土　木

①昭和50年４月２日以降に生まれた人
②薬剤師法（昭和35年法律第146号）の規定による薬剤師の免許を有する人、また
は平成27年度実施の国家試験で免許取得見込みの人

若干名
市立の病院で
薬剤師の業務
に従事

薬剤師

若干名

看護師
市立の病院で
看護師の業務
に従事

①昭和50年４月２日以降に生まれた人
②保健師助産師看護師法（昭和23年法律第203号）の規定による看護師の免許を有
する人、または平成27年度実施の国家試験で免許取得見込みの人

若干名
大島診療所で
看護師の業務
に従事

①昭和50年４月２日以降に生まれた人
②診療放射線技師法（昭和26年法律第226号）の規定による診療放射線技師の免許
を有する人、または平成27年度実施の国家試験で免許取得見込みの人

若干名
診　療
放射線
技　師

市立の病院で
診療放射線技師
の業務に従事

①昭和55年４月２日以降に生まれた人
②理学療法士及び作業療法士法（昭和40年法律第137号）の規定による理学療法士の
免許を有する人、または平成27年度実施の国家試験で免許取得見込みの人

若干名理　学
療法士

市立の病院で
理学療法士の
業務に従事

①平成6年４月２日以降に生まれた人
②学校教育法（昭和22年法律第26号）の規定による高等学校を卒業した人、または
平成28年３月までに卒業見込みの人、もしくはこれと同等以上の学力を有すると
認められる人

高校卒業
程　　度

若干名一般事務 一般行政事務

資格免許職
（大学卒業程度）

+

+

+
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安
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大
作
戦

に
つ
い
て

募　

集

　７月17日、平戸市医師会から平戸市未来創造館へ寄付があり、

柿添会長が市役所を訪れ、市長に直接手渡しました。

　柿添会長からは、「平戸市未来創造館の開館にあたり、将来の

子どもたちのために平戸市医師会としても何か協力したいと思っ

ています。市民や子どもたちが読みやすい健康・医療・保健・福

祉関係などの図書の購入費用に活用してほしい」と要望がありま

した。

平戸市未来創造館へ寄付をいただきました！
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５
円
の
税
収
と
な
り
ま
す
の
で
、

た
ば
こ
を
購
入
す
る
場
合
に
は
、
平
戸
市
内
の

販
売
店
で
購
入
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。　

ま
た
、
健
康
と
喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
に
も
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　　

市
で
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
住
宅
の

所
有
者
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
予
算
の
範
囲

内
で
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
金
申
請
額
が
予
算
に
到
達
し
た

時
点
ま
た
は
12
月
28
日（
月
）で
受
付
終
了
と

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
申
請
で
き
る
人（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人
）

　

①
対
象
と
な
る
住
宅
に
住
民
登
録
し
居
住
し

　
　

て
い
る
人

　

②
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

　

③
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　

事
業
を
完
了
す
る
事
が
で
き
る
人

○
対
象
と
な
る
住
宅

　
　

未
着
工
の
住
宅
性
能
向
上
を
伴
う
市
内
住

　

宅
で
次
の
用
件
を
満
た
す
も
の

　

①
一
戸
建
て
住
宅

　

②
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
共
同
住
宅

　

※

併
用
住
宅
は
、
住
宅
部
が
延
べ
面
積
の　

　
　

１
／
２
以
上
の
も
の

○
対
象
と
な
る
工
事

　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
安
全
型
リ
フ
ォ
ー
ム
工

　

事
で
補
助
対
象
工
事
費
確
認
シ
ー
ト
の
合
計

　

額
が
50
万
円
以
上
の
も
の
。

　

※

工
事
が
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

　
　

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く

　
　

だ
さ
い
。

○
工
事
を
施
工
す
る
業
者
の
要
件

　

①
長
崎
県
内
に
本
社
を
有
し
、
市
内
に
事
務

　
　

所
を
有
す
る
法
人

　

②
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

○
補
助
額　

10
万
円

○
申
請
方
法　

ま
ち
づ
く
り
課
、
各
支
所
ま
た

　

は
各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
、
ま
ち
づ
く
り
課
建
築
営
繕

　

班
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
支
所
お
よ
び
出

　

張
所
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ 

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

８
月
20
日（
木
）　

午
後
２
時
〜
午

　

後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
４
階「 
議
場 

」

○
内　

容　

市
内
９
校
の
各
中
学
校
か
ら
子
ど

　

も
議
員
が
出
席
し
て
、
中
学
生
の
視
点
か

　

ら
10
年
後
、
20
年
後
の
平
戸
市
の
将
来
像
を

　

描
き
な
が
ら「
魅
力
あ
る
平
戸
市
」を
つ
く

　

る
た
め
の
提
言
を
行
い
ま
す
。

　
　

本
年
度
は
、
昨
年
度
行
っ
た
質
問
事
項
に

　

つ
い
て
、
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
側
か
ら

　

そ
の
経
過
や
進
捗
状
況
、
成
果
な
ど
の
詳
し

　

い
説
明
を
受
け
る「
再
質
問
」形
式
で
行
い

　

ま
す
。

　
　

誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

　

長
崎
県
警
で
は
、
例
年
、
７
月
か
ら
９
月

ま
で
の
間
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
高
齢
者

の
交
通
死
亡
事
故
を
抑
止
す
る
た
め
に
、
こ

の
期
間
を「
高
齢
者
交
通
安
全
３
ヵ
月
大
作

戦
」と
し
て
、
重
点
的
に
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
て
交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
者
運
転
の
心
得

　

○
体
調
が
悪
い
と
き
に
は
運
転
を
控
え
る
。

　

○
身
体
機
能
の
変
化
に
自
覚
し
、
ゆ
と
り
の

　
　

あ
る
運
転
に
努
め
る
。

　

○
緊
張
感
を
保
ち
、
脇
見
・
ぼ
ん
や
り
運
転

　
　

を
し
な
い
。

　

○
交
差
点
で
は
、
落
ち
着
い
て
確
実
な
安
全

　
　

確
認
を
行
う
。

　

○
70
歳
以
上
の
運
転
は
、「
高
齢
運
転
者
マ
ー

　
　

ク
」を
表
示
す
る
。

■
高
齢
歩
行
者
の
心
得

　

○
横
断
歩
道
が
あ
る
場
所
で
は
、
横
断
歩
道

　
　

を
渡
る
。

　

○
横
断
前
、
横
断
中
は
、
左
右
の
安
全
を
確

　
　

認
す
る
。

　

○
斜
め
横
断
は
、
厳
に
慎
む
。

　

○
通
り
慣
れ
た
道
こ
そ
用
心
す
る
。

　

○
夜
間
は
明
る
い
服
装
に
心
掛
け
、
反
射
材

　
　

を
つ
け
る
。
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　７月20日、田平町にて「グローバル・ウィンド・デイ2015inた

びら」が開催されました。このイベントは、風力発電の導入促進

のため、世界風力会議が毎年６月15日に実施しているウィンドデ

イにちなんで開催。本市では、過去に大島村、生月町でも開催さ

れており、田平町では今回初めて開催されました。参加者は普段

見られない風力発電所の内部や太陽光発電所の施設を見学したり、

風車の工作キットを親子で作成したりと楽しんでいました。

クリーンエネルギーの重要性を知ろう



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

　

市
政
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
総
務
課
行
政
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
１
５

　

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
総
務
課
行
政
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
１
５

問
大
島
支
所
地
域
振
興
課
産
業
建
設
班

　

☎
内
線
６
１
２
３

第
29
回
大
島
村
夏
祭
り
花
火
大
会
開
催

に
伴
い
チ
ャ
ー
タ
ー
船
を
運
航
し
ま
す

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　

☎
内
線
５
１
６
５

平
成
27
年
度
社
会
人
権
・
同
和
教
育

地
区
別
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

問
税
務
課
住
民
税
班

　

☎
内
線
２
５
４
７

軽
自
動
車
税
に
グ
リ
ー
ン
化
特
例
が

適
用
さ
れ
ま
す

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

☎
内
線
２
５
７
４

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
ご
存
知
で
す
か
？

問
農
業
委
員
会
総
務
農
地
班

　

☎
内
線
２
６
５
３

農
地
利
用
状
況
調
査（
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
）を
実
施
し
ま
す

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

☎
内
線
２
５
７
５

里
親
講
座
を
開
催
し
ま
す

車両区分
特例税率（軽減率）

ア
（75%減）

イ
（50%減）

ウ
（25%減）

三　輪

四輪以上
乗用

四輪以上
貨物

自家用

営業用

自家用

営業用

税率

3,900

10,800

6,900

5,000

3,800

1,000

2,700

1,800

1,300

1,000

2,000

5,400

3,500

2,500

1,900

3,000

8,100

5,200

3,800

2,900

　
　

ず
つ
手
当
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
月

　
　

申
請
の
あ
っ
た
翌
月
分
か
ら
、毎
年
４
月
・

　

８
月
・
12
月
に
、
そ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給

　

さ
れ
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

対
象
児
童
が
障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年

　

金
給
付
を
受
け
て
い
る
と
き
や
児
童
福
祉
施

　

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き
は
、
手
当
を

　

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
手
当
額（
月
額
）

　

・
障
が
い
程
度
１
級　

５
１
，
１
０
０
円

　

・
障
が
い
程
度
２
級　

３
４
，
０
３
０
円

▼
支
給
月

　
　

申
請
の
あ
っ
た
翌
月
分
か
ら
、毎
年
４
月
・

　

８
月
・
11
月
に
、
そ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給

　

さ
れ
ま
す
。（
11
月
に
つ
い
て
は
、
当
月
分

　

ま
で
）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
所
得
状
況
届
の
提
出
は
今
月
中
に
！

　

児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
や
受
給
資
格
の
あ
る
人
は
、「
現

況
届
」・「
所
得
状
況
届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

８
月
31
日（
月
）ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
８
月

分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の

　
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
子
家
庭
や
母
子
家
庭
な
ど
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
18
歳
ま
で
の
児
童（
一
定
の

障
が
い
が
あ
る
場
合
は
、
20
歳
未
満
の
児
童
）

を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
児
童

　

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

　

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

　

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
状
態
に
あ

　
　

る
児
童

　

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

　

⑤
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
家
出
し
て
か
ら
、

　
　

連
絡
が
な
く
、
保
護
さ
れ
て
い
な
い
児
童

　

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

　
　

命
令
を
受
け
た
児
童

　

⑦
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
留
置
場
に
、
身

　
　

体
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
児
童　

　

⑧
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

▼
手
当
額（
月
額
）

　

・
全
部
支
給　

４
２
，
０
０
０
円

　

・
一
部
支
給　

９
，
９
１
０
円
〜
４
１
，
９

　
　

９
０
円

　

※

支
給
対
象
と
な
る
児
童
が
２
人
以
上
い
る

　
　

場
合
、
２
人
目
に
つ
い
て
は
、
５
，
０
０

　
　

０
円
、
３
人
目
以
降
は
、
３
，
０
０
０
円

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

次
の
と
お
り
市
政
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
度
島
地
区

　

と　

き　

８
月
５
日（
水
）午
後
７
時

　

と
こ
ろ　

度
島
浦
公
民
館

○
平
戸
北
部
地
区

　

と　

き　

８
月
６
日（
木
）午
後
７
時

　

と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

○
田
平
地
区

　

と　

き　

８
月
24
日（
月
）午
後
７
時

　

と
こ
ろ　

田
平
町
民
セ
ン
タ
ー

○
中
野
地
区

　

と　

き　

８
月
25
日（
火
）午
後
７
時

　

と
こ
ろ　

中
野
ふ
れ
あ
い
会
館

※

そ
の
他
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
10
月
以
降
、

　

順
次
開
催
し
ま
す
。

　

自
衛
官
を
希
望
す
る
人
は
、
自
衛
官
募
集

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
資
料

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
佐
世
保
出
張
所

　

℡
0
9
5
6
‐
23
‐
1
2
3
1

　　

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
人
権
感
覚
を
養
い
育

て
意
識
を
高
め
る
た
め
に
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
地
区
別
研
修
会
】

○
と　

き　

８
月
25
日（
火
）午
後
１
時
〜

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
未
来
創
造
館　

ホ
ー
ル

○
内　

容　

講
義（「
長
崎
県
の
部
落
問
題
」「
人

　

権
教
育
が
目
指
す
も
の
」）と
人
権
課
題
の
解

　

決
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま

　

す
。

○
入
場
料　

無
料

○
申
込
先　

生
涯
学
習
課

○
申
込
期
限　

８
月
17
日（
月
）

※

当
日
は
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

日（
木
）ま
で
に
新
規
取
得
し
た
軽
四
輪
な
ど

の
軽
自
動
車（
新
車
に
限
る
）に
つ
い
て
、
そ

の
燃
費
性
能
に
応
じ
て
グ
リ
ー
ン
化
特
例
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
年
度
は
、
平
成
28
年
度
課
税
分
の
軽
自

動
車
税
で
す
。

○
チ
ャ
ー
タ
ー
船
の
時
刻

　

８
月
12
日（
水
）　

　

・
行
き（
平
戸
港
発
↓
的
山
港
着
）

　
　

午
後
６
時
40
分　

　

・
帰
り（
的
山
港
発
↓
平
戸
港
着
）

　
　

午
後
９
時
頃

○
料　

金　
（
往
復
片
道
と
も
に
）中
学
生
以
上

　

２
，
０
０
０
円
、
小
学
生
１
，
０
０
０
円
、

　

乳
幼
児
無
料

○
と　

き　

８
月
１
日（
土
）〜
11
月
30
日（
月
）

　
（
予
定
）

○
内　

容　

市
内
農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、

　

担
当
地
区
農
業
委
員
、
ま
た
は
農
業
委
員
会

　

事
務
局
職
員
が
調
査
を
行
い
ま
す
。

○
お
願
い　

調
査
員
が
農
地
に
立
ち
入
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

　

県
で
は
、
里
親
に
な
っ
て
く
れ
る
人
を
募
集

し
て
お
り
、
次
の
と
お
り
里
親
制
度
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

８
月
26
日（
水
）午
後
１
時
30
分

　

〜
午
後
２
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
未
来
創
造
館

○
内　

容　

親
の
離
婚
や
病
気
、
不
適
切
な
養

　

育（
虐
待
）な
ど
で
、
家
庭
で
生
活
す
る
こ

　

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
る

　

現
状
や
里
親
制
度
に
つ
い
て

○
対
象
者　

里
親
に
な
り
た
い
人
、
興
味
が
あ

　

る
人

　

※

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
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ア…

電
気
自
動
車
お
よ
び
天
然
ガ
ス
自
動
車

イ…

乗
用
：
平
成
32
年
度
燃
費
基
準
＋
20
％
達
成
車

　
　

貨
物
：
平
成
27
年
度
燃
費
基
準
＋
35
％
達
成
車

ウ…

乗
用
：
平
成
32
年
度
燃
費
基
準
達
成
車

　
　

貨
物
：
平
成
27
年
度
燃
費
基
準
＋
15
％
達
成
車

（円）



火災
救急

件　数
死　者
負傷者

◎６月末までの交通事故件数

◎６月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／33,404（－44）
　男性／15,644人（－20）
　女性／17,760人（－24）
■世帯数　14,286戸（ー3）
※（　）は、前月との比較
　　　　　平成27年7月1日現在

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期
（重傷）　6人　（軽傷）41人

（37件）
（2人）
（52人）

32件
0人
47人

11件）
840件（773件）
　8件（

「
県
民
祈
り
の
日
」に
黙
と
う
を

県
原
爆
被
爆
者
援
護
課

☎
０
９
５-

８
９
５-

２
４
７
３

問

電
気
を
安
全
に
使
う
た
め
に

九
州
電
力（
株
）平
戸
営
業
所

☎
０
１
２
０-

９
８
６-

４
０
１

問

特
定
計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す

長
崎
県
計
量
検
定
所
検
定
指
導
課

☎
０
９
５-

８
４
４-

９
８
９
２

問

長
崎
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
と
家
族
と

支
援
者
の
会
設
立
準
備
委
員
会
事
務
局

☎
0
9
0

-

9
4
9
6

-

4
8
9
5（
代
表　

松
尾
）

問 『
長
崎
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
・
家
族
・
支
援
者
の

会
』創
立
記
念
総
会
・
基
調
医
療
講
演
会
を
開
催

平
戸
警
察
署
警
務
課

☎
22

-

３
１
１
０

申
・
問

平
成
27
年
度
長
崎
県
警
察
職
員
採
用

試
験
の
開
催
に
つ
い
て

区 域 別 時　　　間日　程場　　　所
度島地区
平戸中部地区
平戸南部地区

生月地区

田平地区

大島神浦地区
大島的山地区

平戸北部地区

平戸市全地区

平戸市漁協度島支所
ふれあいセンター
多目的研修センター

平戸市役所生月支所

田平町民センター

大島村離島開発総合センター
的山地区活性化センター

未来創造館（ホール）

未来創造館（ホール）

９月 １日（火）

９月 ２日（水）

９月 ３日（木）

９月 ４日（金）

９月 ９日（水）

９月10日（木）

９月11日（金）

午後３時10分～午後３時40分
午前９時30分～正午
午後１時30分～午後４時00分
午前10時00分～正午
午後１時00分～午後３時00分
午前９時30分～正午
午後１時00分～午後２時00分
午前９時00分～午前11時00分
午後０時30分～午後１時00分
午前９時30分～正午
午後１時00分～午後４時00分
午前９時30分～午前11時

　
　

【
平
戸
地
区
】　　

楠　
　

ゆ
ず 

紘
亮 

津
吉
元

川
村　

美
彩
子 

貴
志 

田
原
崎

鋒
屋　

武
天
喜 

喜
徳 

幸
の
浦

小
川　

こ
な
つ 

史
晃 

早
福

米
田　

優
心 

寛 

度
島
中
部

栁
田　

眞
潤 

宏 

曲
り

三
池　

湊
大 

一
洋 

明
の
川
内

吉
岡　

岳 

朋
晃 

向
月

吉
田　

海
真
音 

真
一
郎 

幸
の
浦

青
木　

文
香 

隆
史 

志
々
伎
岡

【
生
月
地
区
】

寺
田　

遥
月 

貴
至 

浦
北

【
田
平
地
区
】

坂
田　

康
誠 

康
高 

山
内

立
石　

サ
ク
ラ 

一
洋 

福
崎

橋
口　

結
那 

剛
興 

平
戸
口

百
枝　

瑠
華 

敬
介 

山
内

山
川　

陽
輝 

知
朗 

永
田　

真
浦　

陽
斗 

拓
也 

米
の
内

【
平
戸
地
区
】

尾
上　

義
巳 

61
歳 

6
／
18 

下
大
垣

市
山　

賢
次 

72
歳 

6
／
20 

上
大
垣　

阿
部　

美
榮
子 

81
歳 

6
／
22 

田
の
浦　

平
尾　

成 

91
歳 

6
／
23 

木
ヶ
津
第
１

平
野　

俊
博 

78
歳 

6
／
23 

職
人
町

大
瀬
良
キ
ヌ
ヱ 

72
歳 

6
／
24 

中
の
原

林　

善
一
郎 

87
歳 

6
／
24 

野
子

下
條　

弘
道 

80
歳 

6
／
24 

亀
岡

永
藤　

正
雄 

74
歳 

6
／
25 

薄
香
浦

柴
山　

ツ
イ 

95
歳 

6
／
25 

宮
の
浦

松
元　

吉
三
郎 

92
歳 

6
／
26 

前
津
吉

田
口　

扶
美
子 

58
歳 

6
／
28 

潮
の
浦

古
川　

勝
巳 

78
歳 

6
／
28 

肥

田
口　

登 

91
歳 

6
／
29 

深
川

松
本　
　

里
子 

77
歳 

7
／
1 

川
内
浦

古
川　

忠 

86
歳 

7
／
2 

西
の
久
保

須
﨑　

靖
惠 

76
歳 

7
／
3 

亀
岡

秀
野　

小
枝
子 

85
歳 

7
／
3 

西
の
久
保

大
石　

ミ
エ 

96
歳 

7
／
5 

上
中
津
良

川
原　

フ
サ 

93
歳 

7
／
6 

水
垂

【
生
月
地
区
】

塚
本　

肇 

81
歳 

6
／
15 

舘
浦
屋
敷

近
藤　

市
良 

89
歳 

6
／
16 

浦
北

立
石　

力
男 

86
歳 

6
／
19 

壱
部

伊
藤　

タ
カ 

88
歳 

6
／
19 

舘
浦
屋
敷

丸
田　

和 

85
歳 

6
／
24 

壱
部

西　
　

清 

89
歳 

6
／
25 

山
田

田
中　

希
代
子 

86
歳 

6
／
28 

舘
浦
屋
敷

神
田　

チ
エ
ノ 

93
歳 

7
／
1 

山
田

末
永　

久
子 

82
歳 

7
／
12 

浦
南

西
澤　

清
平 

80
歳 

7
／
13 

舘
浦
屋
敷

【
田
平
地
区
】

真
辺　

栄
子 

61
歳 

6
／
18 

小
手
田

濵
﨑　

哲
次
郎 

68
歳 

6
／
18 

下
寺

髙
木　

タ
ツ
子 

99
歳 

6
／
20 

大
久
保

烏
山　

ユ
キ
ノ 

94
歳 

6
／
20 

平
戸
口

織
口　

法
得 

99
歳 

6
／
21 

外
目

松
田　

ミ
ヨ
子 

79
歳 

6
／
22 

小
崎

山
口　

英
子 

87
歳 

6
／
25 

下
亀

坂
本　

ヨ
シ
子 

94
歳 

6
／
26 

小
手
田

陣
内　

洋
二 

54
歳 

6
／
30 

万
場

松
田　

ア
イ
子 

89
歳 

7
／
1 

小
崎

谷
川　

末
吉 

92
歳 

7
／
1 

下
亀

西
川　

知
義 

63
歳 

7
／
5 

下
里

岡
本　

寛
一 

90
歳 

7
／
7 

坊
田

前
田　

孝 

84
歳 

7
／
11 

下
里

宮
﨑　

ハ
ツ
ヱ 

89
歳 

7
／
11 

深
月　

根
岸　

ヨ
シ
子 

99
歳 

7
／
15 

南
荻
田

【
大
島
地
区
】

小
田　

冨
士
江 

87
歳 

7
／
2 

的
山
在

白
石　

義
忠 

54
歳 

7
／
5 

大
根
坂

村
井　

泉
重 

79
歳 

7
／
6 

西
宇
戸

松
山　

コ
メ 

80
歳 

7
／
9 

大
根
坂

　
　
　
　
　
　

（
6
／
16
〜
7
／
15
受
付
分
）

　

県
で
は
、
原
爆
犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
に
、

毎
年
８
月
９
日
を「
県
民
祈
り
の
日
」に
定
め
て

い
ま
す
。
原
爆
投
下
時
刻
の
午
前
11
時
２
分
に

サ
イ
レ
ン
や
鐘
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
１
分
間
の

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
電
製
品
を
買
っ
た
と
き
は
、
使
う
前
に
取

扱
説
明
書
を
読
ん
で
安
全
な
使
い
方
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
火
災
や
漏
電
防
止
の
た
め
に

左
記
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
プ
ラ
グ
に
ほ
こ
り
が
た
ま
っ
て
な
い
か

②
タ
コ
足
配
線
を
利
用
し
流
せ
る
電
気
の
量
を

　

超
え
て
一
度
に
た
く
さ
ん
の
電
化
製
品
を
使

　

用
し
て
な
い
か

③
コ
ー
ド
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た
り
、
束
ね

　

た
ま
ま
で
な
い
か

④
ア
ー
ス
を
取
り
付
け
て
い
る
か

　

取
引
や
証
明
に「
は
か
り
」を
使
用
し
て
い
る

事
業
所
は
、
計
量
法
に
よ
り
定
期
検
査
が
必
要

で
す
。
今
年
は
２
年
に
１
度
の
検
査
の
年
で
す
。

○
対
象
と
な
る「
は
か
り
」

　

特
定
計
量
単
位
に
よ
る
計
量
を
す
る
た
め
に
、

取
引
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る「
は
か
り
」

※

家
庭
で
使
用
し
て
い
る「
は
か
り
」や
民
間

　

計
量
士
の
検
査
を
受
け
た「
は
か
り
」は
、

　

検
査
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
用
意
す
る
も
の

　

①
通
知
は
が
き
②
は
か
り
③
手
数
料

※

詳
し
い
内
容
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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○
と　

き　

８
月
29
日（
土
）受
付
午
前
11
時
〜

　

第
１
部　

設
立
総
会　
　
　

正
午
〜

　

第
２
部　

基
調
医
療
講
演　

午
後
1
時
〜

○
と
こ
ろ　

長
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
長

　

崎
市
茂
里
町
３-

24
）

○
講　

師　

京
都
大
学　

高
橋
淳　

教
授

○
演　

題　
「
I
P
S
細
胞
を
用
い
た
パ
ー
キ

　

ン
ソ
ン
病
の
治
療
に
向
け
て
」

○
申
込
期
限　

８
月
17
日（
月
）

○
費　

用　

無
料（
た
だ
し
、
会
に
対
し
一
口

　

1
，
0
0
0
円
の
寄
付
の
依
頼
あ
り
）

※

医
療
関
係
者
を
は
じ
め
、
一
般
の
人
の
入
場

　

も
可
能
で
す
。
詳
細
は
、
準
備
委
員
会
事
務

　

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
試
験
職
種　

警
察
官
Ⅲ
類（
男
性
・
女
性
）

○
受
付
期
間　

８
月
７
日（
金
）〜
21
日（
金
）

○
試
験
日　
　

第
１
次　

10
月
18
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

第
２
次　

11
月
中
旬
〜
下
旬

○
と
こ
ろ　
　

第
１
次　

佐
世
保
市
ほ
か
６
市

　
　
　
　
　
　

第
２
次　

長
崎
市

○
受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※

た
だ
し
、
４
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
人（
卒

　

業
見
込
み
の
人
を
含
む
）を
除
く

く
す
の
き 

 

こ
う
す
け

か
わ
む
ら 

　
み　

さ　

こ 

た
か　
し

ほ
こ　
や 

　
む　

て　

き 

よ
し
の
り

　
お　
が
わ 

 

ふ
み
あ
き　

よ
ね　
だ 

ゆ
う
し
ん 

か
ん

や
な
ぎ
だ 

　
ま　
う
る 

ひ
ろ
し

　
み　
い
け 

そ
う　
た 

か
ず
ひ
ろ

よ
し
お
か 

た
け
る 

と
も
あ
き

よ
し　
だ 

　
あ　

ま　

ね 

し
ん
い
ち
ろ
う

あ
お　
き 

ふ
み　
か 

た
か　
し

て
ら　
だ 

　
は　

る 

た
か
ゆ
き

さ
か　
た 

こ
う
せ
い 

や
す
た
か

た
て
い
し 

 

か
ず
ひ
ろ

は
し
ぐ
ち 

ゆ
い　
な 

ま
さ
お
き

も
も
え
だ 

　
る　

か 

け
い
す
け

や
ま
か
わ 

は
る　
き 

の
り
あ
き

　
ま　
う
ら 

は
る　
と 

た
く　
や

お
の
う
え 

よ
し　
み

い
ち
や
ま 

け
ん　
じ

　
あ　

べ 

　
み　

え　

こ

ひ
ら　
お 

な
る

ひ
ら　
の 

と
し
ひ
ろ

お
お　
せ　

ら

は
や
し 

ぜ
ん
い
ち
ろ
う

し
も
じ
ょ
う 

ひ
ろ
み
ち

な
が
ふ
じ 

ま
さ　
お

し
ば
や
ま

ま
つ
も
と 

き
ち
さ
ぶ
ろ
う

　
た　
ぐ
ち 

　
ふ　

み　

こ

ふ
る
か
わ 

か
つ　
み

　
た　
ぐ
ち 

の
ぼ
る

ま
つ
も
と 

　
ま　

り　

こ

ふ
る
か
わ 

す
な
お

　
す　
ざ
き 

や
す　
え

ひ
で　
の 

　
さ　

え　

こ

お
お
い
し

か
わ
は
ら

つ
か
も
と 

は
じ
め

こ
ん
ど
う 

い
ち
ろ
う

た
て
い
し 

り
き　
お

　
い　
と
う

ま
る　
た 

か
ず

に
し 

き
よ
し

　
た　
な
か 

　
き　

よ　

こ

か
ん　
だ

す
え
な
が 

ひ
さ　
こ

に
し
ざ
わ 

せ
い
へ
い

　
さ　
な
べ 

え
い
こ

は
ま
さ
き 

て
つ  

じ  

ろ
う

た
か　
ぎ

か
ら
す
や
ま

お
り
ぐ
ち 

の
り　
え

ま
つ　
だ

や
ま
ぐ
ち 

え
い　
こ

さ
か
も
と

じ
ん
の
う
ち 

よ
う　
じ

ま
つ　
だ

た
に
が
わ 

す
え
き
ち

に
し
か
わ 

と
も
よ
し

お
か
も
と 

か
ん
い
ち

ま
え　
だ 

た
か
し

み
や
ざ
き

　
ね　
ぎ
し

　
お　

だ 

　
ふ　

じ　

え

し
ら
い
し 

よ
し
た
だ

む
ら　
い 

せ
ん
じ
ゅ
う

ま
つ
や
ま


